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いて生体エネルギー量を示す Area と Intensity を分析した。疲労を示す分泌型免疫グロブリン s-IgA/蛋

































て、バイオフォトン、分泌型免疫グロブリン s-IgA/蛋白比率、POMS(Profile of Mood States)を選択した。
運動負荷はトレッドミルによる70 %HRmax レベルのランニングを１時間行い、運動負荷の前後で各種調査
項目値を比較検討した。バイオフォトンは GDV によりエネルギーフィールドおよびサイエンティフィック
ラボラトリーソフトを用いて Area と Intensity を分析した。分泌型免疫グロブリン s-IgA/蛋白比率は、
Enzyme-Linked Immunosorbent Assayにより分析した。運動負荷による心理的な変動は、POMS(Profile of 
Mood States)検査により評価した。 
【結果】 
研究参加者全員の平均70 %HRmax 運動負荷時の心拍数は、平均157.8±16.5 beats/min であった。エネ
ルギーフィールド指標の Area と Intensity の平均値は、運動負荷前と比較して有意な減少（p<0.01）が
認められた。分泌型免疫グロブリン s-IgA/蛋白比率は、運動負荷前と比較して有意な減少（p<0.01）が認
められた。POMSにおいて、運動負荷前と比較して怒り因子は有意な（p<0.01）減少を示し、疲労因子は有

























group（T 群）と、積極的な運動を行わない Non training group（NT 群）の２群(各15名)に分けた。Ｔ群
に対する運動処方は、日常生活において週３回の頻度で１日30分間、屋外での歩走行とした。生理学的指
標として、分泌型免疫グロブリン s-IgA/蛋白比率を選択し、Enzyme-Linked Immunosorbent Assay により
分析した。また、Daily total energy consumption、Weight、％Fat、BMI、VO2/kg/min、O2pulse、
O2removal および Systolic blood pressure も計測した。物理学的指標としてバイオフォトンを選択し、
GDV を用いエネルギーフィールドおよびサイエンティフィックラボラトリーソフトにより Area と




％Fat および BMI は、初期値に比べ６か月間経過時で有意な（p<0.05）減少が認められた。また、運動負
荷直後の Systolic blood pressure は有意な（p<0.05）低下が認められた。VO2/kg/min、O2pulse および
O2removal については、運動処方開始９か月間経過時より有意な（p<0.05）増加が認められた。Area およ
び Intensityは、Daily total energy consumption、VO2/kg/min、O2pulseおよび O2removalの測定結果と
有意な（p<0.05）相関が認められた。 
【考察】 




2/kg/min、O2pulse および O2removal は、生体の循環機系機能が活性化したことを示す項目で、Area と
Intensity との有意な相関は励起電子の増加に依ることが作用機序として推定される。Daily total 





運動処方による Physical fitness への効果において、バイオフォトンイメージングによる生体内エネル
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